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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は銅系酸化物超伝導体の分野において、Bi系超伝導体の組成効栗（アニール温度1雰囲気
処理効果）およびLa系超伝導体などにおける一軸性圧力効果の実験をまとめたものである。
〔1〕組成効果実験
　同一条件で焼成したBi．Sr．CaCu。○yの試料を40ぴC～800℃の温度範囲、O　atm～亙atmの酸素分
圧のもとで約20時間アニールし里その後クエンチした試料についてその超伝導転移温度Tcをアニー
ル温度や酸素分圧の関数として観測した。その結果ヨアニール温度が低い場合にはTcは酸素分圧に
著しく依存しヨ酸化雰囲気でTcが低下しヨアニーノレ温度が高い場合にはTcは雰囲気に依存しないと
いう傾向にまとめられた。TCの変化は結晶中の酸素成分の不定比性によるホール濃度の変化による
ものであるがヨYBa．Cu。○。の場合と反対の傾向になっている。Bi．Sr．Caト。Y．Cu．Oyについてもア
ニール効果を実験しヨこの系について最適キャリアー濃度についての知見を得た。
〔2〕一軸性圧力効果
　La。一。Sr．CuO。につきラ磁場誘起配向法によりラC軸配向試料を作製し，一軸性応力効果を調べた。
すべてのSr成分比の試料について里Tcは応カとともに低下することが見出された。これは静水圧印
下の場合と反対の特性でありヨそれとの比較からラCu－0面内の伸びによるキャリアーのホッピング
確率の減少が重要であろうという推測を導いた。La。一。Ba．CむO。にっいても同様の結果を得た。Y系
およびT1系超伝導体についても同様の実験を行ったが変化は観測されず亨これについての解釈は未
定である。
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審　　査　　の　　要　　旨
複雑多岐に亘る高温超伝導体研究の分野において。いくつかの新しい観測方法を考案して興味あ
る実験的知見を得たことは吾理学的ラエ学的見地から高く評価できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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